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昭和 31年 4月 22日 アメリカ合衆国シカゴに生まれる

49年 9月 オーバリン大学　入学

53年 5月 　同　卒業

53年 9月 コロンビア大学大学院　入学

59年 9月 　同　卒業

59年 10月 パプアニューギニア地質調査所ラバウル火山観測所　研究員

63年 4月 米国地質調査所　研究員

平成 4年 9月 米国地質調査所　Southern California Regional Coordinator

11年 2月 京都大学防災研究所　地震予知研究センター　教授

17年 4月 京都大学防災研究所　地震防災研究部門　教授

平成 12年 4月 地震調査研究推進本部専門委員会委員（平成16年3月まで）

14年 5月 日本地震学会　理事　（平成16年5月まで）

15年 6月
地球科学技術総合推進機構統合国際深海掘削計画（IODP)　科学計画委員会
（SPC)　委員（平成25年3月まで）

16年 4月 地震調査研究推進本部専門委員会委員（令和4年3月まで）

16年 5月 日本地震学会　役員代議員　（令和4年3月まで）

17年 10月
産業技術総合研究ユニット評価委員会（活断層センター）委員（平成21年3
月まで）

19年 10月
地球科学技術総合推進機構統合国際深海掘削計画（IODP)　科学計画委員会
（SPC)　議長　（平成21年9月まで）

24年 4月
日本地球掘削科学コンソーシアム　陸上掘削部会執行部委員　（平成30年3
月まで）

24年 6月 日本地震学会　理事　副会長（平成26年5月まで）

25年 4月 アメリカ地震学会　理事（令和元年4月まで）

26年 8月 二酸化炭素地中貯留技術研究組合　研究推進委員会委員（-現在）

27年 4月 海洋研究開発機構　ちきゅうIODP運営委員会委員（平成29年3月まで）

28年 4月 アメリカ地震学会　会長（平成29年4月まで）

　　　　（学歴・職歴）

MORI, James Jiro 教授　略歴

　　　（学会・委員等歴）
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